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超伝導遷移温度(7c)が 急上昇 して、関係者は大騒ぎです。
Ar3月末から4月始めの学会シーズソ。どこの学会も関係セッショソは超満員だったですね。」
Br予定時間をはるかに越えて、講演 ・討論が続いたそうですね。」
Ar大変な好機だと思って、私のグループも材料をつくっていろいろ測定しました。今も頑張って
います。同じなら踊らにゃ、という心境ですね。」
Br続けて来た研究を急に放 り出して、やる気になれませんでした。ゴール ドラッシュを思いだし
ましたよ。」
Arやるからには、常温超伝導材料を見出して、統一的説明を与えて、ノーベル賞をとりたいですね。」
B「あんまり逸 り過ぎて、故意に過 ったデータの発表をしないで下さいよ。」
こんな会話がキャソパスでも学会場でも、あちこちで聞かれました。
本誌の編集委員会でも話題になったことは言うまでもありません。
低温セソターも新しい時代を迎えることになるのかも知れないな、とふと思った りしました。
(山本雅彦)
・低温セソター運営委員の一部交代について
産業科学研究所 中村勝吾氏より中島尚男氏へ
。セソター長、副セソター長の交代について(4月1日 付)
低温セソター長 三 石 明 善(工学部)
副セ ソター長 伊 丁達 宗 行(理学部)
次号に運営関係者リス トを掲載します。
・低温セソターだより編集委員の追加
工学部電子工学科 谷 口 研 二氏
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表紙の図説明:超電導線材を用いた板状磁気遮蔽体。二枚の銅板を銅パイプで連結し、その間に超電導線材
でできた編目状遮蔽体を配置している。遮蔽体の剛性を持たせるためと、安定性を
持たせる目的で、銅のパイプでヘリウムの流路を確保 しつつ断面二次モーメソトを大ぎ(本文
11ページ参照)くしてある。また使用した超電導線材は連続の…本の線材である。
